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工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

 

事
件
に
関
す
る
条
例

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
と
し
て
、
基

本
計
画
の
策
定
、
変
更
又
は
廃
止
に
関
す
る
こ

と
、
及
び
、
姉
妹
都
市
又
は
友
好
都
市
の
提
携

に
関
す
る
こ
と
を
定
め
る

市
国
民
健
康
保
険
条
例

　
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
」
の
施
行
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
を
30
万
円
か
ら
35
万
円
に
改
正
す
る

市
多
目
的
広
場
及
び
農
村
公
園
設
置
及
び

 

管
理
条
例

　

知
波
夜
公
園
（
布
野
町
）
及
び
稲
荷
山
古
墳

公
園
（
三
良
坂
町
）
を
新
た
に
追
加
す
る

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
「
三
和
第
２
有

機
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
を
加
え
る

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

 

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
「
三
和
第
２
有
機
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る

こ
と
に
伴
い
、
三
和
町
福
田
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す
る

第
１
回
臨
時
会

市
税
条
例

　

軽
自
動
車
等
の
う
ち
、販
売
業
者
が
所
有
し
、

商
品
と
し
て
流
通
過
程
に
あ
り
、
使
用
し
な
い

も
の
に
対
し
て
、
軽
自
動
車
税
を
課
税
免
除
と

す
る

市
乳
幼
児
医
療
費
支
給
条
例
等

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条

例
ほ
か
４
件
の
条
例
を
改
正
す
る
。
主
な
内
容

は
、「
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
」
に
係
る
部

分
を
削
除
す
る
こ
と
な
ど

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

新
設
さ
れ
た
条
例

９
月
定
例
会

そ
の
他
の
議
案

認定路線

萩
原
線
、
小
塩
野
線
、
湯
谷
線
、
湯
谷

大
谷
線
、田
戸
線
、反
谷
線
、大
谷
川
線
、

棗
原
線
、
倉
谷
線　
（
三
良
坂
町
）

変更路線

長
沢
線
、
暮
石
線　
（
三
良
坂
町
）

工　事　名 請負金額 請　負　者

三次コミュニティセンター
建設工事（建築主体） ２億 6,088 万３千円 ㈱ラインビル

歴みち街並み整備工事
（１工区・三次町） １億 5,529 万５千円 ㈱國原組

歴みち街並み整備工事
（２工区・三次町） １億 8,532 万５千円 ㈱加藤組

CATV伝送路敷設工事
（１工区・作木町、君田町） ３億 2,550 万円 ㈱中電工広島支店

CATV伝送路敷設工事
（２工区・三和町） ２億 6,670 万円 ㈱サンテック

広島支社

 第１回臨時会
　第１回臨時会を８月11日（金）に開催し、議案５件を原案のとおり可決しました。

 ９月定例会
　９月定例会を９月21日（木）から10月10日（火）まで開催し、決算認定を
含む議案40件、決議１件、意見書３件を原案のとおり可決・認定しました。また、
請願２件、陳情７件を採択しました。

こんなことが決まり ました

歴みち街並み整備工事（三次町本通り）
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人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

　
　

桒　

原　

主　

明
（
君
田
町
）

　
　

宮　

本　

英　

臣
（
三
良
坂
町
）

　
　

吉　

川　

昌　

彦
（
西
酒
屋
町
）

　
　

山　

本　

昭　

信
（
布
野
町
）

　
　

秋　

山　

美
代
子
（
甲
奴
町
）

高
金
利
引
下
げ
に
関
す
る
意
見
書

　

貸
金
業
者
の
高
金
利
に
よ
る
過
剰
融
資
は
、

多
重
債
務
問
題
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
国
民

生
活
に
お
け
る
不
安
を
解
消
し
、
そ
の
安
定
を

実
現
す
る
た
め
、
利
息
制
限
法
の
制
限
利
息
や

出
資
法
の
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
、
貸
金
業
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
第
43
条
の
み
な
し
弁
済
規

定
や
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
対

す
る
特
定
金
利
の
廃
止
を
関
係
省
庁
等
に
要
望

平成18年　９月定例会

決　　議
飲
酒
運
転
撲
滅
を
宣
言
す
る
緊
急
決
議
（
要
旨
）

 
 　

飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
に
は
、運
転
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

家
族
、
職
場
、
更
に
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」と
い
う
社
会
環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
市
を
は
じ
め
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
10
月
10
日　
　
　

三
次
市
議
会

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の

 

適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

建
設
業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
、
公
共
工
事
に

お
け
る
安
全
や
品
質
の
確
保
と
と
も
に
、
雇
用

の
安
定
や
技
能
労
働
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、

建
設
労
働
者
の
適
正
な
賃
金
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、「
公
契
約
法
」
の
制
定
を
検
討
す
る
こ
と
、

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
の
附
帯
決
議
事
項
の
実
効

あ
る
施
策
を
図
る
こ
と
を
関
係
省
庁
等
に
要
望

集
配
郵
便
局
の
再
編
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

す
べ
て
の
国
民
に
対
し
て
、
安
全
性
と
平
等

性
と
効
率
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
郵
政
業
務

を
提
供
す
る
こ
と
は
国
家
の
責
務
で
あ
る
。
地

域
の
人
々
の
安
心
・
交
流
・
情
報
の
拠
点
と
し

て
、
地
方
の
時
代
を
担
う
郵
便
局
の
機
能
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
集
配
局
の
無
集
配
局
化
計
画
に

は
賛
同
出
来
な
い
。
集
配
局
の
削
減
計
画
に
強

く
反
対
し
、
関
係
省
庁
等
に
要
望

平成18年度　一般会計予算の補正
補　正　額　　 35億 2,437万４千円
総　　　額　　406億 2,437万４千円

（主な補正内容）
・CATV事業費  1億 4,500 万円
・障害者自立支援費  2,258 万 8千円
・児童手当制度の拡大  8,102 万 5千円
・有害鳥獣駆除対策補助金ほか  3,589 万円
・道路橋梁維持経費  6,000 万円
・災害復旧費  9億 6,864 万 9千円
・公債費（長期債繰上償還金）  12 億 8,570 万円

平成18年度　特別会計予算の補正

会　計　名 補　正　額 総　　額

国 民 健 康 保 険 2億 7,972 万 8千円 63億 5,638 万 9千円

介 護 保 険 3,792 万 9千円 52億 7,389 万 9千円

分 収 造 林 9億 3,666 万 3千円 10億 9,142 万 6千円

工業団地等事業 2,049 万 8千円 4,233 万 2千円

ダ ム 対 策 4,061万 1千円 5億 9,544 万 5千円

下 水 道 事 業 62万 1千円 21億 8,654 万 2千円

農業集落排水事業 87万 6千円 9億 5,284 万 9千円

簡 易 水 道 事 業 513万 9千円 11億 4,541万 5千円

意　
　

見　
　

書

こんなことが決まり ました
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主
な
審
査
意
見

・ 

奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
開
館
準
備
業
務
委
託
に
係
る
余
剰

金
の
基
金
へ
の
積
立
て
処
理
は
、再
考
さ
れ
る
よ
う
意
見
を
付
す
。

・ 

多
額
の
不
用
額
が
見
受
け
ら
れ
る
。
予
算
編
成
時
に
精
査
し
、

健
全
な
財
政
運
営
と
事
業
実
施
を
行
わ
れ
た
い
。

・ 

収
入
未
済
額
の
解
消
に
一
層
努
力
し
、
収
入
確
保
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
不
納
欠
損
処
分
は
、
慎
重
に
実
態
を
把
握

し
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

・ 

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
把
握
と
、
適
切
な
勤
務
体
制
の

確
立
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・ 

市
が
整
備
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
公
平
な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・ 

地
域
イ
ン
ト
ラ
や
キ
オ
ス
ク
端
末
に
よ
る
情
報
伝
達
の
効
率

化
と
有
効
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・ 

集
会
所
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
に
考
慮
し
、

災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
等
に
指
定
さ
れ
た
施
設
に
は
、
維

持
管
理
経
費
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
わ
れ
た
い
。

・ 
自
治
組
織
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
支
援
施
策
の
一
層
の
充
実

に
努
め
ら
れ
た
い
。

・ 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
各
種
施
設
の
機
能
低
下
が

起
き
な
い
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

・ 

文
化
財
保
護
対
策
予
算
が
小
額
で
あ
り
、
今
後
は
文
化
財
対

策
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

・ 

小
規
模
の
学
校
の
児
童
の
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
に
よ
る
送
迎
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
早
期
に
プ
ー
ル
建

設
事
業
を
考
慮
さ
れ
た
い
。

・ 

障
害
者
の
実
態
を
十
分
把
握
し
、
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に

し
、
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

・ 

保
育
所
調
理
場
の
冷
暖
房
施
設
の
早
期
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

・ 

過
疎
高
齢
化
が
進
み
、
農
地
が
荒
廃
す
る
中
で
、
そ
の
対
策

を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策

の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

・ 

入
札
と
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
執
行
管
理
の
徹
底
を
図

ら
れ
た
い
。

・ 

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
と
公
共
下
水
の
負

担
金
の
差
額
の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・ 

収
入
未
済
額
を
削
減
す
る
た
め
、
厳
格
な
法
的
措
置
を
講
ず

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
困
窮
、
病
気
等
に
よ
る
滞
納
に

つ
い
て
は
納
税
相
談
を
行
う
な
ど
、
事
情
に
即
し
た
早
期
の

適
切
な
対
応
を
徹
底
し
、収
入
金
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

診
療
所
特
別
会
計

・ 

地
域
住
民
の
医
療
を
確
保
し
、
地
域
を
守
る
た
め
、
地
域
医

療
の
更
な
る
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

分
収
造
林
特
別
会
計

・ 

分
収
造
林
事
業
は
、
木
材
価
格
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
今
後
と
も
、
木
材
価
格
の
動
向
に
留
意
し
、
経
営
改
善

に
努
め
ら
れ
た
い
。

ダ
ム
対
策
特
別
会
計

・ 

ダ
ム
対
策
関
係
窓
口
の
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
ダ
ム

放
流
に
あ
た
っ
て
は
、
ダ
ム
管
理
者
等
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
密
に
し
、
下
流
地
域
の
住
民
の
安
全
確
保
に
最
大
限

努
め
ら
れ
た
い
。

病
院
事
業
会
計

・ 

県
北
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
、
安
全
で
良
質
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
医
師
、
看
護
師
等
の
医
事

従
事
者
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た
い
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
・

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

・ 

水
道
局
に
お
け
る
建
設
工
事
、
調
査
測
量
設
計
業
務
等
に
つ

い
て
は
、
地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
出
来
る
限
り
地

元
業
者
へ
発
注
さ
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計

・ 

灰
塚
ダ
ム
の
完
成
に
伴
い
、
１
日
最
大
１
０
，
０
０
０
ｍ3

の

水
源
が
確
保
さ
れ
る
。
今
後
は
、
第
４
期
拡
張
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
、早
期
に
未
給
水
地
域
の
解
消
を
図
ら
れ
た
い
。

平成17年度決算を認定
一般会計・特別会計合わせて14会計を審査

各会計の決算状況 （単位：百万円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差引額
一 般 会 計 40,990 40,863 127

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 5,799 5,799 0
診 療 所 341 336 5
老 人 保 健 9,151 9,237 △ 86
介 護 保 険 4,817 4,811 6
分 収 造 林 154 154 0
土 地 取 得 41 41 0
工業団地等事業 71 71 0
ダ ム 対 策 300 300 0
下 水 道 事 業 2,361 2,361 0
農業集落排水事業 1,266 1,266 0
簡 易水道事業 1,265 1,265 0

病院事業
会 計

収益的収支 7,755 7,626 129
資本的収支 1,122 4,468 △ 3,346

水道事業
会 計

収益的収支 936 830 106
資本的収支 571 944 △ 373

一
般
会
計

特
別
会
計

決算特別委員長報告要旨
　９月定例会で提案された各会計の決算は、９月29日から10
月５日までの５日間にわたり、決算特別委員会及び各常任委員
会において慎重に審査し、いずれも原案どおり認定しました。
　国の三位一体改革が進められる中で、自らのまちは自らでつ
くる地方分権改革が進められているものの、地方交付税の削減、
国庫補助金や税源配分等の見直しなどにより、地方行財政運営
は極めて厳しく、かつ先行き不透明な現況にあります。
　こうした厳しい情勢の中、「三次市行財政改革大綱」に基づき、
行財政健全化に取り組みながら、基本施策を柱におおむね目標
に沿って施策が展開されたことに対しては、一定の評価をする
ものであります。
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平成18年
９月定例会

一般質問 問う
市政を
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中
山　

昭
夫

 

清
友
会

　

各
自
治
体
の
財
政
健
全
度
を
示
す
本
市
の
実
質

公
債
費
比
率
は
20
・
１
％
。
県
内
で
は
高
い
方
か

ら
４
番
目
で
あ
り
、
18
％
以
上
に
な
る
と
財
政
運

営
は
黄
信
号
で
大
変
厳
し
い
。
他
の
ど
の
財
政
指

標
を
み
て
も
、
財
政
の
硬
直
化
が
一
段
と
進
ん
で

い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
と
健
全
化
に
向
け
た
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
建
設
計
画
）
で
市
民
に
膨
大

な
借
金
を
も
た
ら
す
大
規
模
な
事
業
に
つ
い
て
、

実
施
年
度
の
延
期
な
ど
見
直
し
の
考
え
が
あ
る
の

か
、
あ
わ
せ
て
伺
う
。

　

現
在
の
高
い
公
債
比
率
は
合
併
前
の
事
業
に
よ

る
も
の
が
大
き
く
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
合
併
特
例
債
、
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど

有
利
な
財
源
を
利
用
し
た
事
業
実
施
と
合
わ
せ
、

行
財
政
改
革
を
徹
底
的
に
行
い
、
一
般
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
積
極
的
に
繰
上
償
還
を
行
い
、
健
全

な
財
政
推
計
、
計
画
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
起
債
償

還
を
行
っ
て
い
く
。
実
質
公
債
費
率
も
合
併
前
が

21
・
１
％
、
平
成
16
年
度
は
20
・
１
％
、
平
成
17

年
度
が
19
・
２
％
、
平
成
19
年
度
で
18
％
以
下
に

改
善
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
推
計
に

基
づ
き
償
還
計
画
を
立
て
て
お
り
、
必
要
な
見
直

し
も
行
い
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　

本
格
的
な
「
少
子
高
齢
社
会
」
の
到
来
で
、
本

市
の
高
齢
化
率
は
29
・
５
％
。
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
は
、
健
康
づ
く
り
で
あ
る
。
い
つ
ま
で

も
健
康
を
維
持
し
増
進
す
る
た
め
に
も
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る

な
ど
、
生
活
に
充
実
感
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
地
域
社
会

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

　

高
齢
者
が
地
域
社
会
の
中
で
積
極
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
住
民
自
治
組
織
や
社
会
福
祉
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。
市
内
19
地
区
で
実
施
の
「
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
支
援
事
業
」
を
通
し
て

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

学
校
教
育
で
も
、
小
学
校
で
は
昔
の
遊
び
や
地
域

の
歴
史
等
を

高
齢
者
か
ら

学
ん
だ
り
、

中
学
校
で
は

介
護
体
験
等

を
通
じ
て
高

齢
者
と
の
交

流
を
行
っ
て

お
り
、
今
後

も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で

い
く
。

　９月定例会では、15名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製本の後、
三次市議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常設します。また、三次
市役所ホームページ（アドレスは下記のとおり）でも閲覧できますのでご覧くだ
さい。

計
画
的
な
事
業
実
施
、

起
債
償
還
を
行
う 

𠮷
岡
市
長

答弁１

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
は

質問
１

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て

質問
2活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
る 

三
上
福
祉
事
務
所
長

答弁２

柳田地区いきいきサロン（布野町）
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平
成
18
年
７
月
の
大
雨
に
よ
る
神
野
瀬
川
流
域

の
被
害
は
、
異
常
な
水
位
の
上
昇
と
増
水
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
一
因
が
上
流
部
に
あ
る
ダ

ム
の
放
流
操
作
に
あ
る
の
で
は
と
い
う
住
民
の
憤

り
の
声
が
多
く
出
さ
れ
た
。
異
常
気
象
や
集
中
豪

雨
が
頻
発
し
て
い
る
今
日
、
気
象
情
報
や
予
報
技

術
の
発
達
に
も
関
わ
ら
ず
、
利
水
ダ
ム
と
い
え
ど

も
旧
態
依
然
の
ダ
ム
管
理
規
定
や
操
作
基
準
が
正

し
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
い
も
の
か
、
国
、

県
、
ダ
ム
管
理
者
及
び
学
識
経
験
者
を
交
え
て
検

証
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
神
野
瀬

川
に
限
ら
ず
、
土
師
ダ
ム
、
灰
塚
ダ
ム
に
つ
い
て

も
ダ
ム
放
流
に
あ
た
っ
て
は
、
ダ
ム
管
理
者
と
市

は
、
下
流
域
の
住
民
、
消
防
団
に
対
し
、
事
前
情

報
や
連
絡
系
統
を
し
っ
か
り
整
備
し
、
情
報
伝
達

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

中
国
電
力
の
説
明
で
は
、
ダ
ム
放
流
は
操
作

規
定
に
基
づ
く
適
切
な
操
作
で
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
降
雨
状
況
や
河
川
の
水
位
上
昇
の
状
況
に
よ

り
、
柔
軟
な
ダ
ム
操
作
が
で
き
な
い
も
の
か
関
係

機
関
と
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
国

土
交
通
省
や
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
協
議
を

行
い
、
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
改
善
点
の
申
し
入

れ
を
行
う
な
ど
、
今
後
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
設
置
者

か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
放
流
情
報
を
受
け
、

サ
イ
レ
ン
に
よ
り
流
域
住
民
に
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
。
ダ
ム
放
流
操
作
規
定
の
改
正
も
含
め
、
市

と
し
て
国
や
ダ
ム
設
置
者
へ
の
申
し
入
れ
を
行
う

考
え
で
あ
る
。

　

市
内
で
は
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
が
依
然

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
危
険
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。
合
併
し
て
か
ら
市
の
飛
行
監
視
体
制
、
中

止
要
請
が
緩
ま
な
い
よ
う
、
取
り
組
み
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

住
民
か
ら
の
目
撃
情
報
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、

本
庁
、
各
支
所
職
員
で
低
空
飛
行
の
実
態
、
状
況

確
認
を
行
っ
て
お
り
、目
撃
情
報
は
県
へ
報
告
し
、

低
空
飛
行
の
即
時
中
止
に
つ
い
て
、
県
を
通
じ
て

外
務
省
、
防
衛
施
設
庁
に
要
望
し
て
い
る
。
岩
国

基
地
増
強
計
画
反
対
広
島
県
連
絡
会
議
に
お
い
て

も
、
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
の
取
り
組
み
、
情
報

交
換
・
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
関

連
自
治
体
と
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

今
井　

資
宏

 

清
友
会

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
規
律
を
守
り
、
健
全
な
身
体
・
精
神
を
育
成
す

る
こ
と
の
意
義
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
市

内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
50
団
体
、
１
，
０
２
７

人
と
聞
く
が
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す

る
目
標
に
向
け
て
の
支
援
や
施
策
に
つ
い
て
、
将

来
の
取
り
組
み
と
展
望
を
伺
う
。
ま
た
、
具
体
的

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
計
画
が
あ
る
の
か
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
は
大
会
参
加
経
費
等
の

費
用
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
活
動
費
の
助

成
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
感
動
を
味
わ
い
、
夢
を

持
っ
て
育
つ
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の

育
成
や
中

学
校
ク

ラ
ブ
活
動

の
指
導
力

強
化
に
向

け
た
体
制

づ
く
り
、

ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト

が
育
つ
環

境
づ
く
り

に
取
り
組

む
。
支
援

策
と
し
て
は
、
指
導
者
育
成
を
図
る
講
習
会
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
夢
の
持
て
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

み
よ
し
運
動
公
園
内
に
野
球
場
の
建
設
を
計
画
し

て
お
り
、
体
育
館
の
建
設
は
予
定
し
て
い
な
い
。

活
動
費
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
ど

れ
だ
け
の
支
援
が
で
き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
支
援

が
で
き
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
、
児
童
虐
待
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
が
子
ど
も
た

ち
の
心
を
指
導
の
名
目
で
傷
つ
け
て
は
な
ら
ず
、

指
導
者
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
を
成
長

さ
せ
る
義
務
が
あ
る
。
日
本
体
育
協
会
で
は
、
指

導
者
が
不
安
を
持
つ
事
故
へ
の
適
切
な
応
急
措
置

の
研
修
会
等
も
実
施
し
て
い
る
が
、
受
講
し
て
い

な
い
指
導
者
も
多
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
親
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
預
け
ら
れ

る
よ
う
、
し
っ
か
り
し
た
指
導
者
の
育
成
が
必
要

で
あ
り
、
市
独
自
の
指
導
者
認
定
制
度
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
を
対
象
に
指
導
方
法

や
指
導
の
あ
り
方
、
救
急
法
等
の
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
健
全

な
育
成
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
市
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ

人
材
バ
ン
ク
的
な
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
や
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
の
指
導
者
を

認
定
し
、
登
録
し
て
い
く
制
度
の
検
討
を
し
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
認
定
制
度
や
組
織
を
創
っ

て
い
く
。

宍
戸　
　

稔

 

清
友
会

活
動
費
の
支
援
を
検
討
す
る

 

藤
川
教
育
長

答弁１

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
支
援
は

質問
１

認
定
制
度
や
組
織
を
創
る

 
藤
川
教
育
長

答弁２

市
独
自
の
指
導
者
認
定
制
度
の
導
入
を

質問
２

ダ
ム
の
放
流
と
河
川
災
害
に
つ
い
て

質問
１国

や
ダ
ム
設
置
者
へ
の

申
し
入
れ
を
行
う 

政
森
総
務
企
画
部
長

答弁１

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
の

監
視
体
制
強
化
を

質問
２関

連
自
治
体
と
連
携
を
強
化
す
る

 

𠮷
岡
市
長

答弁２

一般質問

７月大雨災害（君田町）

松岡修造スペシャルイベント
（みよし運動公園テニスコート）
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平
成
18
年
度
開
始
の
本
市
に
お
け
る
第
３
子
目

以
降
保
育
料
無
料
化
は
、
23
公
立
保
育
所
と
市
が

委
託
す
る
３
私
立
保
育
所
の
み
が
対
象
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
は
公
平
・
公
正
で
あ
る
べ
き
だ
。
６

月
議
会
で
の
決
議
等
に
よ
り
民
生
常
任
委
員
会
で

提
示
さ
れ
た
の
は
、
対
象
外
施
設
の
事
業
主
、
保

護
者
の
応
分
の
負
担
を
要
す
る
補
助
の
考
え
方

だ
。
該
当
施
設
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
適

応
す
る
等
公
立
保
育
所
を
補
完
す
る
面
も
備
え
て

い
る
。
第
３
子
目
以
降
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
保
育
料
、
幼
稚
園
費
の
無
料
化
に
早
急
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

　

各
幼
稚
園
・
認
可
外
保
育
所
で
は
、
事
業
主

の
方
針
に
よ
り
、
保
育
内
容
や
保
育
料
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
事
業
主
に
も
応
分
の
負
担
を
お
願

い
し
理
解
を
得
な
が
ら
、
保
育
料
の
一
定
額
ま
で

を
補
助
し
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
、
企
業
を
含
め
た
総
合
的
な
少
子
化
対
策

と
し
て
有
効
と
考
え
る
。
応
分
の
負
担
や
一
定
額

ま
で
の
補
助
に
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
幼
稚
園
も

あ
り
、
今
後
も
、
幼
稚
園
と
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
所
の
設
置
者
に
も
説
明
、
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

　

平
成
18
年
４
月
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
箇
月
が
経
過

し
た
美
術
館
は
、
開
館
時
の
賑
わ
い
か
ら
は
少
し

さ
び
し
く
感
じ
ら
れ
る
状
況
だ
。
常
設
展
示
の
充

実
と
企
画
展
は
美
術
館
の
命
と
も
い
え
、
市
民
の

美
術
館
と
し
て
市
民
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
募

る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
し
て
学
芸
員
は
、
研
究
一

筋
だ
け
で
な
く
経
営
感
覚
、
企
画
力
、
関
係
諸
機

関
と
の
交
渉
力
等
が
優
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。学
芸
員
の
養
成
と
併
せ
て
常
設
展
示
の
充
実
、

魅
力
あ
る
企
画
展
の
取
り
組
み
へ
の
意
欲
を
美
術

館
長
に
伺
う
。

　

現
在
も
当
初
予
定
し
て
い
た
以
上
の
方
に
来

館
い
た
だ
い
て
い
る
。
常
設
展
示
は
、
所
蔵
・
寄

託
作
品
併
せ
て
88
点
の
作
品
を
、
年
４
回
程
度
の

展
示
替
え
に
よ
り
、
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
今
後

も
作
品
の
寄
託
を
お
願
い
し
な
が
ら
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
企
画
展
も
早
期
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
学
芸
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
経
営
感
覚
を

備
え
て
企
画
展

の
総
合
的
な
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
、

関
係
機
関
と
の

連
携
や
交
渉
力

を
養
う
た
め
、

研
修
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
る

な
ど
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い

る
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
で
は
、
平
成
19
年

度
産
か
ら
は
担
い
手
に
対
象
を
限
定
し
、
今
ま
で

の
施
策
か
ら
の
転
換
が
図
ら
れ
る
が
、
こ
の
安
定

対
策
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
う
。
意
欲
に
満
ち

て
や
る
気
の
あ
る
農
家
で
も
、
小
規
模
で
あ
り
新

制
度
に
あ
て
は
め
る
と
対
象
外
と
な
る
農
家
へ
の

支
援
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
本
市
独
自

の
特
徴
あ
る
農
業
施
策
を
期
待
す
る
が
、
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

　

集
落
型
農
業
法
人
等
の
法
人
化
を
め
ざ
し
、
農

地
の
集
約
化
、経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
は
、

方
向
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、

こ
の
対
策
か
ら
除
外
さ
れ
る
零
細
・
小
規
模
な
農

家
に
対
す
る

対
策
を
、
市

独
自
に
練
る

必
要
が
あ
る
。

法
人
化
・
認

定
農
業
者
を

め
ざ
す
取
り

組
み
へ
の
支

援
が
第
一
だ

が
、
対
象
外

と
な
る
農
家

に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
か
が
、
単
独
の
市
の
事
業

に
つ
な
が
る
。
顔
の
見
え
る
農
業
を
め
ざ
し
、
市

独
自
で
販
路
を
開
拓
し
た
り
、
農
業
者
に
経
営
へ

の
意
識
改
革
し
て
い
た
だ
く
中
で
、
減
農
薬
・
有

機
農
法
等
三
次
の
ブ
ラ
ン
ド
、
付
加
価
値
を
上
げ

る
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
独
自
の
農
業

を
め
ざ
し
た
い
。

　

民
間
の
賃
貸
住
宅
で
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
加
入

は
、
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー
の
契
約
で
あ
る
が
、
加
入

促
進
の
た
め
の
優
遇
措
置
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
営
住
宅
入
居
者
の
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
へ
の
加
入
は
、
宅
内
工
事
費
用
が
入
居
者
本

人
の
負
担
で
あ
る
が
、
宅
内
工
事
費
用
の
市
の
負

担
に
よ
り
、
市
営
住
宅
の
Ｐ
Ｒ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
加

入
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

民
間
の
賃
貸
住
宅
で
は
、
経
営
者
と
契
約
す
る

オ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
り
、
４
戸
以
上
の
集
合
住

宅
の
場
合
、
入
居
可
能
世
帯
数
の
７
割
分
の
利
用

料
の
支
払
い
で
、
全
戸
へ
の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
宅
内
工
事
費
は
経
営
者
の
負
担

と
な
る
が
、
工
事
費
の
３
分
の
１
を
三
次
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
負
担
す
る
軽
減
措
置
や
全
戸
入
居

の
場
合
、
３
割
相
当
の
利
用
料
の
手
数
料
収
入
が

あ
る
。
市
営
住
宅
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
加
入
は

入
居
者
個
別
の
任
意
契
約
と
考
え
る
。
宅
内
工
事

費
用
の
負
担
は
、
一
般
住
宅
と
の
公
平
性
保
持
の

観
点
か
ら
、
入
居
者
個
々
の
負
担
と
考
え
、
市
の

負
担
は
考
え
て
い
な
い
。
新
築
時
に
お
け
る
設
備

や
一
定
の
戸
数
を
抱
え
る
住
宅
の
宅
内
ま
で
の
設

備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

篠
原
多
恵
子

 

清
友
会

森
田　

弘
毅

 

清
友
会

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

質問
１

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
と

本
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

質問
１市

独
自
の
顔
の
見
え
る

農
業
を
め
ざ
す 

𠮷
岡
市
長

答弁１

三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
と

協
議
し
て
い
く 

政
森
総
務
企
画
部
長

答弁２

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
促
進
策
は

質問
２

幼
稚
園
・
認
可
外
保
育
所
へ
の

説
明
、
協
議
を
行
う

 

土
井
子
育
て
支
援
局
長

答弁１

奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
に
つ
い
て

質問
２作

品
の
寄
託
に
よ
り
充
実
を
図
る

 

藤
川
教
育
長

答弁２

市政を問う

奥田元宋・小由女美術館
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小
学
校
通
学
区
域
の
自
由
化
を
平
成
19
年
４
月

よ
り
実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
由
化

に
す
る
と
親
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
地
域
に
子

ど
も
が
育
た
な
く
な
り
過
疎
に
拍
車
が
か
か
る
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
学
力
テ
ス
ト
結
果
の
公

表
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
過
度
の
競
争
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
公
表
を
し
な
い
よ

う
全
国
に
通
達
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
部
科

学
省
通
達
に
反
し
て
で
も
公
表
を
す
る
の
か
。
公

表
す
る
こ
と
で
学
校
間
格
差
を
あ
お
る
よ
り
、
ま

ず
子
ど
も
達
に
学
力
を
つ
け
る
こ
と
が
先
決
と
思

う
が
ど
う
か
。

 

高
岡
教
育
次
長

　

自
由
化
は
、
各
学
校
が
「
選
ば
れ
る
学
校
」
を

め
ざ
し
、
特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
学
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
活
性
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
内
と
他
地
域
と
の
幅

広
い
地
域
交
流
の
輪
が
広
が
る
可
能
性
も
あ
り
、地

域
の
教
育
力
の
向
上
も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

 

藤
川
教
育
長

　

テ
ス
ト
結
果
の
公
表
は
、
学
校
間
の
比
較
や
競

争
の
た
め
で
は
な
く
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
基

礎
学
力
や
各
学
校
の
状
況
を
保
護
者
を
は
じ
め
市

民
に
情
報
提
供
を
行
い
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
説
明
・
結
果
責
任
を
果
た
す
も
の
だ
。

文
部
科
学
省
で
は
、
自
治
体
が
独
自
に
行
う
テ
ス

ト
の
公
表
は
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
る
と
し
て

い
る
。

　

早
急
な
民
営
化
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い

る
の
か
、
市
長
は
常
々
、
市
民
が
主
役
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
市
民
が
主
役
と
い
う
な
ら
、
ま
ず
、

市
民
た
る
保
護
者
に
十
分
な
説
明
を
し
、
理
解
を

得
た
う
え
で
、
民
営
化
を
実
施
す
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
、
な
ぜ
民
営
化
な
の
か
、
な
ぜ
公
営
で

は
い
け
な
い
の
か
、
全
く
理
解
が
で
き
な
い
と
の

保
護
者
の
声
を
市
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　

保
育
や
民
営
化
に
対
す
る
考
え
方
、
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
や
意
見
交
換

を
実
施
し
て
お
り
、
保
護
者
の
理
解
を
得
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
民
営
化
の
前
提
と
考
え
る
。
今
後

も
継
続
し
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

夕
張
市
が
財
政
破
綻
に
よ
り
、
財
政
再
建
団

体
の
申
請
を
し
、
以
降
、
全
国
各
地
で
第
２
、
第

３
の
夕
張
市
に
な
る
の
で
は
と
、
将
来
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
が
新
し
く
導

入
さ
れ
た
が
、
本
市
は
財
政
黄
信
号
と
い
わ
れ
る

18
％
を
超
え
、
20
・
１
％
で
あ
る
。
今
後
も
三
位

一
体
改
革
や
新
型
交
付
税
へ
の
移
行
な
ど
で
地
方

交
付
税
の
減
額
は
進
む
。「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
の
変
更
は
あ
る
の
か
。
公
共
料
金
の
個
人
負

担
増
の
検
討
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
以
前
に
、

大
型
事
業
計
画
を
見
直
し
、
生
活
基
盤
の
整
備
を

優
先
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
併
せ
て
今

後
の
財
政
計
画
の
見
直
し
は
。

　

地
方
交
付
税
の
削
減
も
想
定
し
、
財
政
推
計

し
て
お
り
、
現
段
階
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
挙
げ
ら
れ
た
事
業
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
後
、
大
幅
な
交

付
税
の
削
減
等
に
よ
り
、
事
業
内
容
や
優
先
順
位

の
見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
。
公
共
料
金
の
個
人

負
担
に
つ
い
て
は
、
水
道
・
下
水
道
料
金
等
の
見

直
し
を
含
め
、
実
際
に
受
益
者
の
応
分
の
負
担
は

ど
こ
ま
で
行
う
べ
き
か
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
、

市
民
も
含
め
て
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
る
べ
き
内
容

と
考
え
る
。

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
半
年
と
な
る
が
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
に
よ
る
運
営
で
、

問
題
は
起
き
て
い
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
・
介
護
予
防
が
重
視
さ
れ
、
今
以
上

に
保
健
業
務
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
保
健
師
の

介
護
保
険
事
務
量
を
減
ら
す
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
認
定
調
査
員
の
増
員
を
図
る
考
え
は
。

保
健
計
画
「
健
康
み
よ
し
21
」
の
策
定
の
進
捗
状

況
は
。

　

直
営
に
よ
り
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
適
切
か

つ
有
効
に
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
作
成
で
き
て

い
る
。
平
成
18
年
４
月
以
降
、
新
予
防
給
付
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
量
に
併
せ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
10
人
に
、
介
護
認
定
調
査
員
は
４
人
に

増
員
し
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
一
層
の
事
務
の
効
率
化
が

増
す
の
で
、今
後
も
現
体
制
で
十
分
対
応
で
き
る
。

「
健
康
み
よ
し
21
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
実
施

の
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
健
康
プ

ラ
ン
づ
く
り

を
中
心
に
、

専
門
家
に
よ

る
要
介
護
の

要
因
等
の
分

析
結
果
を
踏

ま
え
、
取
り

組
み
を
行
っ

て
い
る
。

平
岡　
　

誠

 

市
民
ク
ラ
ブ

大
森　

俊
和

 

市
民
ク
ラ
ブ

市
民
も
含
め
し
っ
か
り

議
論
す
べ
き
で
あ
る 

𠮷
岡
市
長

答弁１

負
担
増
の
前
に

大
型
事
業
計
画
の
見
直
し
は

質問
１

生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
た

保
健
業
務
の
充
実
を

質問
２シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

現
体
制
で
十
分
対
応
で
き
る

 

三
上
福
祉
事
務
所
長

答弁２

小
学
校
通
学
区
域
の
自
由
化
と

テ
ス
ト
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

質問
１

保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
議
を
行
う 

𠮷
岡
市
長

答弁２

十
日
市
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

質問
２

自
由
化
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
力
の

向
上
も
期
待
で
き
る

答弁１

一般質問

十日市保育所

福祉保健センターでの運動教室
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本
市
で
は
、
平
成
18
年
７
月
18
日
夜
中
か
ら

19
日
未
明
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
で
、
河
川
等
の

氾
濫
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
。
過
去
に
も
家
屋

の
浸
水
や
孤
立
状
態
等
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も

あ
る
。
２
度
、
３
度
と
同
じ
災
害
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
、
市
道
改
良
や
抜
本
的
河
川
改
修
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
市
が
積
極
的
に
具

体
的
方
向
を
示
し
、
市
民
の
信
頼
を
得
て
い
た
だ

き
た
い
。
本
市
を
災
害
に
強
い
地
域
に
す
る
た
め

に
、
全
市
の
河
川
改
修
計
画
や
見
直
し
が
必
要
と

思
う
。
市
の
考
え
は
。

　

河
川
改
修
は
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

期
成
同
盟
会
等
の
要
望
活
動
や
本
市
の
主
要
事
業

提
案
活
動
を
通
じ
て
、
国
や
県
な
ど
へ
積
極
的
な

事
業
推
進
を
働
き
か
け
て
い
る
。
河
川
改
修
の
整

備
基
準
は
国
で
は
１
０
０
年
に
１
回
、
県
で
は
河

川
状
況
に
応
じ
て
、
10
年
か
ら
50
年
に
１
回
の
洪

水
に
耐
え
う
る
構
造
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
近

年
の
異
常
な
豪
雨
に
対
応
で
き
る
河
川
改
修
の
実

施
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

平
成
18
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
自
立
支

援
法
に
お
い
て
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
、
原
則
１
割
の
利
用
者
負
担
が
導
入
さ
れ

る
ほ
か
、食
費
や
光
熱
水
費
が
実
費
負
担
で
あ
る
。

利
用
者
は
10
月
以
降
の
負
担
が
、
ど
の
程
度
に
な

る
の
か
心
配
し
て
い
る
。
障
害
児
を
養
育
す
る
世

帯
は
、
若
い
世
帯
が
多
く
、
国
の
制
度
の
ま
ま
で

は
、
大
幅
な
負
担
増
で
あ
る
。
障
害
児
に
対
し
市

独
自
の
軽
減
策
は
。
具
体
的
に
は
施
設
利
用
料
の

負
担
上
限
の
据
え
置
き
等
、
以
前
よ
り
提
案
し
て

い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
係
る
負
担
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
原
則
１
割
の
定
率
負
担

制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
障
害
児
の
施
設
利
用
が
適

用
と
な
る
児
童
福
祉
法
で
は
10
月
か
ら
契
約
制
度

に
移
行
し
、
利
用
料
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
１
割

の
定
率
負
担
と
食
費
等
の
実
費
負
担
が
導
入
さ
れ

る
。
国
の
制
度
に
お
い
て
、
費
用
負
担
の
軽
減
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
十
分
で
な
く
、
費

用
負
担
助
成
制
度
創
設
に
向
け
て
、
必
要
な
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
た
な
経
営
安

定
対
策
の
中
の
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

① 

地
域
ぐ
る
み
で
の
効
果
の
高
い
活
動
と
先
進
的

な
営
農
活
動
を
支
援
す
る
対
策
で
あ
る
が
、
ど

う
い
う
活
動
を
い
う
の
か
。

② 

生
産
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
な
ど
が
参
画
す

る
組
織
と
市
と
の
協
定
に
よ
る
保
全
活
動
へ
の

支
援
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
ど
の

よ
う
な
協
定
の
内
容
を
考
え
て
い
る
の
か
。

③ 

平
成
19
年
４
月
実
施
に
向
け
て
の
今
後
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

① 

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

農
地
保
全
、
環
境
対
策
に
配
慮
し
た
安
心
・
安

全
な
三
次
ブ
ラ
ン
ド
の
農
作
物
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

② 

農
業
者
と
農
業
者
以
外
の
住
民
を
含
め
た
自
治

組
織
な
ど
の
活
動
組
織
で
、
実
施
要
綱
に
基
づ

き
目
的
・
期
間
・
範
囲
・
実
施
計
画
等
の
内
容

で
締
結
す
る
。「
広
島
県
農
地
・
水
・
農
村
環

境
保
全
協
議
会
」
が
具
体
的
内
容
を
決
定
し
、

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③ 

平
成
18
年
10
月
末
ま
で
に
各
地
域
の
意
向
を
取

り
ま
と
め
、
12
月
に
最
終
確
認
を
行
い
、
平
成

18
年
度
中
に
地
域
活
動
組
織
と
協
定
を
結
べ
る

よ
う
整
理
を
行
い
た
い
。

　

三
良
坂
町
の
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に

よ
っ
て
旧
町
村
に
つ
い
て
は
一
応
、
交
通
整
備
の

形
は
で
き
て
い
る
。
次
は
旧
市
内
の
整
備
が
急
務

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

① 

旧
市
内
に
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

② 

現
在
、
川
西
地
区
上
田
町
な
ど
８
箇
所
で
運
行

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
市
民
タ

ク
シ
ー
）
の
利
用
実
態
と
問
題
点
は
。

③ 

今
後
の
旧
市
内
の
交
通
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

① 

現
在
の
市
民
タ
ク
シ
ー
制
度
の
運
行
回
数
や
利

用
者
負
担
の
あ
り
方
、
事
務
処
理
の
問
題
な
ど

を
整
理
・
見
直
し
を
行
い
、
生
活
交
通
体
系
中

期
プ
ラ
ン
の
策
定
の
中
で
方
向
を
定
め
て
い
く
。

② 

利
用
実
態
は
、
上
田
町
で
は
高
齢
者
の
利
用
が

ほ
と
ん
ど
で
目
的
は
通
院
で
あ
る
。
利
便
性
の

確
保
を
主
眼
に
検
討
し
て
い
く
。
問
題
点
と
し

て
、
事
務
局
機
能
を
高
齢
者
が
担
っ
て
い
る
実

態
が
あ
り
、
地
域
全
体
で
の
運
営
シ
ス
テ
ム
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

③ 

市
民
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
・
市
民
タ
ク
シ
ー

の
３
つ
の
体
系
間
の
課
題
を
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
よ
う
方

向
性
を
出

し
、
生
活

交
通
体
系

中
期
プ
ラ

ン
の
中
で

整
理
を
行

う
。

山
本　

広
治

 

公
明
党
・
市
民
会
議

久
保
井
昭
則

 

公
明
党
・
市
民
会
議

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
つ
い
て

質問
１地

域
活
動
組
織
と
協
定
を

結
べ
る
よ
う
整
理
を
行
う 

𠮷
岡
市
長

答弁１

旧
市
内
の
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

質問
２生

活
交
通
体
系
中
期
プ
ラ
ン
の
中
で

整
理
を
行
う 

湧
田
自
治
振
興
部
長

答弁２

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

質問
１河

川
改
修
の
実
施
を
国
や
県
に

要
望
し
て
い
く 

国
広
建
設
部
長

答弁１

市
独
自
の
障
害
児
支
援
に
つ
い
て

質問
２

必
要
な
支
援
を
検
討
す
る 

𠮷
岡
市
長

答弁２

市政を問う

三次市民バス

三次市障害者支援センター（福祉保健センター内）
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天
野　

武
志

 

日
本
共
産
党
三
次
市
議
団

福
岡　

誠
志

 

創
三
会

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
と
は
、
購
入
費
の
一
部

を
市
町
村
振
興
の
た
め
に
活
用
さ
せ
る
も
の
で
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
と
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
が
あ

る
。そ
の
配
分
金
は
予
算
計
上
す
べ
き
で
あ
る
が
、

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
の
配
分
金
し
か
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
、
約

３
，
４
０
０
万
円
の
配
分
金
が
あ
り
な
が
ら
、
同

額
が
そ
っ
く
り
広
島
県
市
町
村
振
興
協
会
の
会
費

と
な
っ
て
い
る
。
何
故
、
予
算
計
上
し
て
い
な
い

の
か
。
ま
た
、
こ
の
会
費
は
額
が
大
き
く
、
オ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
と
同
様
、
市
町
村
に
配
分
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
交
付
金
は
、
広
島

県
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
交
付
金
を
会
費
と
し

て
相
殺
処
理
し
て
お
り
、
現
金
の
歳
入
歳
出
が
な

い
の
で
予
算
計
上
の
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
を

持
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

全
国
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
広
島
県
市
町
村
振
興

協
会
に
配
分
さ
れ
、
そ
れ
を
基
金
積
立
し
生
じ
た

運
用
益
に
よ
り
、
各
自
治
体
に
お
け
る
福
祉
、
公

共
事
業
、
災
害
等
へ
の
貸
付
事
業
に
運
用
し
て
い

る
。
ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
長
会
等
を
通

じ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
保
育
所
の
民
営
化
が
十
日
市

を
皮
切
り
に
順
次
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
最
も
重
要

な
の
は
、
保
護
者
（
市
民
）
の
理
解
で
あ
る
。
現
代

社
会
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
政
策
的
に

民
営
化
は
必
要
で
あ
る
が
、
民
営
化
の
問
題
と
そ

の
進
め
方
の
問
題
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
平
成
19
年
４
月
が
民
営
化
の
目
標
期
日

で
は
あ
る
が
、
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
延
期
と
い
う

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
協
議
を
進
め
て
い
く
柔
軟

な
ス
タ
ン
ス
が
行
政
と
し
て
は
必
要
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
十
日
市
保
育
所
の
保
護
者
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
不
安
・
意
見

に
つ
い
て
は
、
十
分
説
明
を
行
う
。
今
後
は
、
保

護
者
に
よ
る
先
進
地
視
察
も
予
定
し
て
お
り
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
い
て
民
営
化
を

行
い
た
い
。

　
「
い
じ
め
・
校
内
暴
力
・
学
級
崩
壊
等
々
の
問

題
が
教
育
基
本
法
に
起
因
し
て
い
る
。」
と
の
発

言
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教
育
に
か
か
わ
る
諸

問
題
を
教
育
基
本
法
の
せ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
、
所

見
を
伺
う
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
諸

問
題
が
、
教
育
基
本
法
に
起
因
す
る
と
か
、
し
な

い
と
か
で
は
な
く
、
現
在
の
学
校
の
状
況
に
お
い

て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
教
育
基
本
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
中
央
教
育
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て

出
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

教
育
基
本
法
は
補
則
を
加
え
て
11
条
か
ら
な
る

法
律
で
、
読
め
ば
10
分
も
か
か
ら
な
い
短
い
法
律

で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
に
は
、
そ
の
内
容
が
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
う

え
で
、
教
育
上
の
諸
問
題
を
教
育
基
本
法
に
押
し

つ
け
る
こ
と
は
、
郵
政
民
営
化
で
「
郵
便
局
を
民

営
化
す
る
と
職
員
の
人
件
費
に
税
金
を
節
約
で
き

る
。」
と
い
う
ウ
ソ
で
国
民
を
あ
ざ
む
い
た
の
と

同
じ
手
法
だ
。
国
会
で
は
衆
議
院
教
育
基
本
法
特

別
委
員
会
で
、「
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
教
育
基

本
法
が
原
因
で
な
い
。」
と
小
坂
憲
次
文
部
科
学

大
臣
は
答
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
は
ど

う
考
え
る
か
。

　

現
行
の
教
育
基
本
法
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ

る
の
で
、
教
育
の
基
本
と
な
る
教
育
基
本
法
の
中

に
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
方
針
、
方
向
、
目
標

等
を
定
め
、
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
進
め
て

い
く
こ
と
が
中
央
教
育
審
議
会
で
答
申
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
。
現
行
の
教
育
基
本
法
が
良
い
と
か

悪
い
と
か
、
諸
悪
の
根
源
が
教
育
基
本
法
に
有
る

と
か
無
い
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

中
央
教
育
審
議
会
で
の
審
議
の

結
果
と
受
け
止
め
る 

藤
川
教
育
長

答弁１

教
育
基
本
法

「
改
正
」
問
題
に
つ
い
て

質問
１

教
育
基
本
法
「
改
正
」
の

ね
ら
い
は

質問
２

改
正
に
よ
る
諸
課
題
の
解
決
が
、

中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
と
考
え
る　

 

藤
川
教
育
長

答弁２

市
町
村
振
興
宝
く
じ
に
つ
い
て

質問
１

市
長
会
等
を
通
じ
て

協
議
し
て
い
く 

堂
本
財
務
部
長

答弁１

一般質問

保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

質問
２保

護
者
の
理
解
を
得
て
、

民
営
化
を
行
う 

𠮷
岡
市
長

答弁２

宝くじコミュニティ助成事業購入備品（除雪機）
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助
木　

達
夫

 

創
三
会

林　
　

千
祐

 

創
三
会

　

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
へ
向
け
て
取
り
組
み

が
さ
れ
る
が
、
継
続
事
業
、
単
年
度
の
事
業
等
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
出
来
る
も
の
か
ら
早
め
に
事
業
を

精
査
し
、
評
価
も
行
い
、
事
業
の
拡
大
、
縮
小
、

廃
止
を
す
る
も
の
な
ど
、
平
等
に
反
映
す
る
た
め

に
、事
前
評
価
や
外
部
評
価
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　

事
務
事
業
評
価
は
、
各
事
務
事
業
の
目
的
の
妥

当
性
、
有
効
性
、
効
率
性
を
判
断
し
て
１
次
評
価
、

２
次
評
価
の
内
部
評
価
を
行
い
、「
行
政
チ
ェ
ッ

ク
市
民
会
議
」
で
の
外
部
評
価
を
行
っ
た
上
で
、

整
理
統
合
や
重
点
事
業
へ
の
優
先
配
分
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
早
稲
田
大
学
大

学
院
公
共
経
営
研
究
科
へ
政
策
評
価
と
し
て
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

市
民
に
公
表
し
て
予
算
へ
の
反
映
を
行
う
。

　

本
市
も
み
よ
し
ハ
イ
テ
ク
団
地
に
、
Ｉ
Ｔ
関
連

の
企
業
も
あ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
基
盤
整
備
も
進
ん

で
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
先
進
地
で
あ
る
イ
ン
ド
の
ハ
イ

デ
ラ
バ
ー
ド
市
と
友
好
都
市
提
携
も
結
び
、
Ｉ
Ｔ

技
術
者
を
招
く
こ
と
も
容
易
に
な
る
。
産
学
官
一

体
と
な
っ
た
高
度
な
Ｉ
Ｔ
技
術
が
学
べ
る
人
材
育

成
、
人
材
輩
出
の
で
き
る
ハ
イ
テ
ク
拠
点
の
施
設

を
立
地
し
て
は
ど
う
か
。

　

三
次
工
業
団
地
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
多
数
立
地

さ
れ
、
雇
用
の
面
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
集
積
を

図
る
た
め
に
は
、
人
材
の
養
成
が
課
題
で
あ
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
研
修
施
設
の
整
備
な
ど
の
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
友
好
都
市
提
携
し
た
イ
ン
ド
の
ハ

イ
デ
ラ
バ
ー
ド
市
、
早
稲
田
大
学
、
地
元
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
と
共
に
、
人
材
育
成
の
拠
点
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
抜
本
的
見
直
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
目
標
と
し
て
平
成
20
年
度
学
力
検
査
テ

ス
ト
全
科
目
の
広
島
県
・
全
国
平
均
以
上
と
あ
る

が
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
を
受
け
検
討
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の
人
事
権

の
移
譲
に
つ
い
て
、
国
・
県
の
動
向
と
、
平
成
18

年
３
月
議
会
で
「
み
よ
し
百
年
物
語
」
の
人
事
権

の
移
譲
の
部
分
を
削
除
し
議
決
し
た
が
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

 

藤
川
教
育
長

　

各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
状
況
と
課
題
を

把
握
す
る
た
め
に
個
人
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
小
中

学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
教
科
ご
と
の
基
礎
学
力
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
部
会
で
は
、
検
査
結
果
を
基
に
指
導
方
法
を
論

議
し
、
市
教
育
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導

も
受
け
授
業
研
究
を
進
め
て
い
る
。

 

𠮷
岡
市
長

　

教
職
員
人
事
権
の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
は
、
意
見
交
換
会
を
設
置
し
て
全
国
都
道
府

県
教
育
長
協
議
会
な
ど
の
教
育
関
係
団
体
に
よ
る

意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
教
職
員
の
人
事
権
の

移
譲
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

主
役
は
市
民
と
し
て
い
る
条
例
で
あ
る
が
、
都

市
部
で
の
自
治
活
動
へ
の
参
加
が
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
自
治
組
織
を
運
営
す
る
上
で
都
市
型
と

田
舎
型
が
あ
る
と
思
う
が
、
補
助
金
の
配
分
の
根
拠

が
均
等
割
と
人
口
割
で
は
、
参
加
が
少
な
く
て
も
人

口
が
多
く
、
た
く
さ
ん
補
助
金
が
も
ら
え
る
都
市

部
と
、
参
加
が
多
く
て
も
人
口
が
少
な
い
周
辺
部
で

格
差
が
生
じ
、
不
公
平
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

均
等
割
、
人
口
割
に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
る
自

治
活
動
の
支
援
事
業
補
助
金
は
、
自
治
活
動
の
基

本
を
支
え
る
補
助
金
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
「
地

域
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
と
す
る
取
り

組
み
等
に
対
し
、
活
性
化
補
助
金
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
自
治
組
織
と
連
携
し
、

地
域
の
自
立
し
た
活
動
を
推
進
す
る
た
め
適
切
な

支
援
を
行
う
。

　

参
加
率
が
低
い
市
街
地
に
つ
い
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を

地
域
全
体
で
活

発
に
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、

地
域
の
活
動
に

携
わ
る
人
づ
く

り
が
大
切
で
あ

り
、
人
材
の
育

成
等
も
含
め
て

支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

ど
う
す
る
教
職
員
の
人
事
権

質問
１人

事
権
移
譲
の
実
現
を
要
望
し
て
い
る

答弁１

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

基
本
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

質問
２

事
務
事
業
評
価
の
方
法
、

予
算
へ
の
反
映
は

質問
１市

民
に
公
表
し
、

予
算
へ
の
反
映
を
行
う 

𠮷
岡
市
長

答弁１

人
材
育
成
の
拠
点
と
な
る

ハ
イ
テ
ク
施
設
の
立
地
に
つ
い
て

質問
２

人
材
育
成
の
拠
点
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

 

𠮷
岡
市
長

答弁２

市政を問う

人
材
の
育
成
等
も
含
め
、
支
援
を

し
て
い
く 

湧
田
自
治
振
興
部
長

答弁２
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高
齢
化
が
進
み
、
集
落
の
維
持
が
で
き
な
く
な

る
限
界
集
落
（
65
歳
以
上
50
％
以
上
、
戸
数
20
以

下
の
集
落
）
の
本
市
で
の
実
態
は
ど
う
か
。

　

集
落
維
持
は
集
落
、
自
治
組
織
、
行
政
が
連
携

し
て
10
年
、
20
年
後
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

中
か
ら
問
題
点
や
課
題
を
抽
出
し
、
今
後
の
役
割

分
担
も
明
確
に
し
て
今
後
の
対
応
策
を
計
画
的
に

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
準
限
界
集
落
（
55

歳
以
上
が
50
％
以
上
）
も
急
を
要
す
る
が
、
各
集

落
で
の
早
期
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。
市
の
考
え
を

伺
う
。

 

吉
岡
市
長

　

市
内
に
は
、
全
体
で
９
３
０
の
集
落
が
あ
り
、

高
齢
化
率
で
い
う
と
１
３
７
集
落
が
い
わ
ゆ
る

「
限
界
集
落
」
に
該
当
す
る
。
ど
の
よ
う
な
形
で

居
住
い
た
だ
き
、
支
援
を
し
て
い
く
か
を
行
政
と

地
域
の
自
治
組
織
や
地
域
活
動
を
支
え
て
い
た
だ

く
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
く
べ
き
問
題

で
あ
る
。

 

湧
田
自
治
振
興
部
長

　

住
民
自
治
組
織
な
ど
の
地
域
住
民
の
活
動
と
連

携
し
、
地
域
実
態
や
地
域
課
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
あ
り
方
を
情
報
交
換
、
情
報
共
有
す
る

中
で
、
把
握
し
な
が
ら
、
市
の
果
た
す
役
割
を
実

態
に
応
じ
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

４
３
０
年
の
歴
史
を
誇
る
三
次
の
鵜
飼
は
三
次

の
顔
で
あ
り
、
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
伝
統
文
化
で
あ
る
。
三
次
市
観
光
協
会
も
観
光

鵜
飼
事
業
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
懸
命
に
努
力

を
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
鵜
匠
の
後
継
者
育
成

問
題
で
鵜
飼
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
若

手
の
後
継
者
を
め
ざ
す
人
は
い
る
が
、
６
〜
８
月

の
鵜
飼
の
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
働
く
場
の
確
保
な
ど

の
鵜
匠
育
成
の
環
境
整
備
が
整
っ
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。
市
と
し
て
の
支
援
策
を
早
急
に
示
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

鵜
飼
の
継
承
、
鵜
匠
の
後
継
者
育
成
は
、
伝
統

文
化
の
継
承
と
観
光
事
業
の
推
進
の
観
点
か
ら
、

そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

事
業
主
体
で
あ
る
市
観
光
協
会
の
鵜
飼
事
業
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
鵜
匠
の
後
継
者
の
育
成
等
も
含

め
、こ
の
文
化
伝
承
事
業
を
存
続
し
て
い
く
た
め
、

観
光
協
会

の
体
質
改

善
も
含
め

て
、
課
題

の
解
決
に

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
。

　

市
総
合
計
画「
み
よ
し
百
年
物
語
」に
あ
る「
守
っ

て
ば
か
り
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い
。
攻
め
て
・
攻
め
て
・

攻
め
ま
く
る
」
施
策
に
、
儲
け
る
農
業
戦
略
が
あ

る
が
、
闘
う
農
政
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

状
況
と
農
家
の
増
収
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
限
界
集
落
の
解
消
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
が

早
道
と
考
え
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
産
業
情

報
と
し
て
「
事
業
者
や
就
職
希
望
の
方
へ
」
と
掲

載
が
あ
る
が
、
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
三
次
と
も
協
議
し
、
か
つ
先
進
的
な
県
・

市
を
参
考
に
し
、情
報
の
充
実
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

闘
う
農
政
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
三

次
産
こ
だ
わ
り
米
の
消
費
、
販
売
を
拡
大
す
る

た
め
、
市
内
の

販
売
店
・
飲
食

店
に
お
け
る
三

次
産
米
の
販
売

状
況
や
今
後
の

意
向
調
査
を
行

い
、
市
独
自
の

集
荷
、
配
送
、

販
売
方
式
の
実

現
に
向
け
、
情

報
の
分
析
、
課

題
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
高
い
価
格

で
販
売
で
き
る
よ
う
新
た
な
販
路
の
確
保
等
の
施

策
を
展
開
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
就
職
相
談
会
・
面
接
会
を
平
成
18
年
度

は
８
月
22
日
に
開
催
し
、
33
企
業
、
76
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
卒
者

な
ど
の
就
職
希
望
者
が
参
加
し
や
す
い
開
催
時
期

を
調
査
し
、
開
催
し
た
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

産
業
情
報
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
改

善
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
18
年
３
月
定
例
会
で
発
注
状
況
の
分
析
を

し
、
工
事
発
注
の
平
均
化
に
努
め
ら
れ
た
し
と
提

言
し
た
。「
平
均
化
に
努
力
す
る
」
と
回
答
を
い

た
だ
い
た
が
、平
成
18
年
度
の
工
事
予
定
の
掲
載
、

発
注
状
況
は
改
善
さ
れ
た
か
。
努
力
し
た
結
果
の

執
行
率
を
伺
う
。

　

ま
た
、
入
札
結
果
の
公
表
は
平
成
18
年
度
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
掲
載
が

遅
す
ぎ
る
。
平
成
20
年
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
全
市

に
網
羅
さ
れ
、
市
の
情
報
が
共
有
で
き
る
。
そ
れ

ま
で
に
市
民
が
望
む
情
報
内
容
の
確
立
が
必
要
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

　

平
成
18
年
９
月
末
で
発
注
実
績
、
発
注
予
定
件

数
は
83
件
で
あ
り
、予
定
工
事
１
１
２
件
に
対
し
、

執
行
率
74
・
１
％
で
あ
る
。

　

入
札
結
果
の
公
表
は
、
落
札
金
額
、
請
負
者
は

も
ち
ろ
ん
、
予
定
価
格
や
工
期
、
工
事
場
所
、
現
場

代
理
人
ま
で
と
い
う
他
の
自
治
体
以
上
の
、
よ
り

詳
細
な
情
報
で
公
表
し
て
い
る
。
今
後
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
掲
載
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

近
藤　
　

勉

 

創
三
会

向
井
殿
逸
司

 

創
三
会

産
業
の
振
興
と

就
労
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

質問
１関

係
機
関
と
連
携
し
、

産
業
情
報
の
内
容
を

改
善
し
て
い
く 

久
保
田
産
業
部
長

答弁１

予
算
の
執
行
状
況
と

入
札
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

質問
２

限
界
集
落
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

質問
１市

の
果
た
す
役
割
を
実
態
に
応
じ

推
進
し
て
い
く

答弁１

観
光
協
会
の
体
質
改
善
も
含
め
、

課
題
解
決
に
取
り
組
む 

竹
重
副
市
長

答弁２

鵜
飼
の
後
継
者
育
成
の

支
援
策
に
つ
い
て

質問
２

一般質問

入
札
結
果
を
早
く
掲
載
で
き
る
よ
う

取
り
組
む 

堂
本
財
務
部
長

答弁２

三次市観光鵜飼

三次市就職相談・面接会
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その他の質問
中
山
議
員

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

今
井
議
員

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

平
岡
議
員

・
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

大
森
議
員

・ 

県
道
三
次
江
津
線
２
期
工
事
の
見
通
し
に

つ
い
て

山
本
議
員

・
Ｊ
Ｒ
三
江
線
に
つ
い
て

福
岡
議
員

・「
州
都
み
よ
し
」
に
つ
い
て

・ 

市
の
施
設
へ
の
国
旗
・
市
旗
の
掲
揚
に

　

つ
い
て

林
議
員

・
選
挙
の
開
票
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て

・
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

助
木
議
員

・ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
の

　
活
動
へ
の
助
成
に
つ
い
て

・ 

出
産
育
児
一
時
金
の
支
払
方
法
の
改
善
に

つ
い
て

向
井
殿
議
員

・
三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
三
次
町
本
通
り
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
三
次
長
寿
村
の
運
営
に
つ
い
て

市政を問う

陳 情
採択したもの

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
適
正
な

 

労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
出
者　

広
島
県
建
設
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長　

安
元　

弘
道　

外
６
名

県
道
「
太
郎
丸
吉
舎
線
」
の
改
良
工
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
出
者　

甲
奴
町
上
川
地
区
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

田
村　

文
夫　

外
２
４
１
名

県
道
「
世
羅
甲
田
線
」
の
歩
道
設
置
工
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
出
者　

下
羽
出
庭
自
治
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

山
本　

隆
文

　
　
　
　
　
　
　
　
下
板
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

時
丸　

卓
爾　

外
１
３
０
名

集
配
郵
便
局
の
再
編
に
つ
い
て
の
意
見
書
の

 

提
出
に
つ
い
て
（
４
件
）　　

　
　
　
　
提
出
者　

・
中
の
村
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

村
竹　

裕
弘　

外
８
名

　
　
　
　
　
　
　
　
・
田
幸
地
区
町
内
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

福
本　

哲
二　

外
３
名

　
　
　
　
　
　
　
　
・
泉
吉
田
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
長　

堀
江　
　

賢　

外
６
名

　
　
　
　
　
　
　
　
・
三
良
坂
町
自
治
振
興
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

渡
部　

亮
三

請 願
採択したもの

「
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
存
続
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
出
者　

社
会
福
祉
法
人
あ
ら
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長　

山
本　
　

勇　

外
16
名

高
金
利
引
下
げ
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
出
者　

広
島
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　

田
川　

昭
夫

議会活性化等
調査特別委員会（14名）

　議会活性化等に関する調査・研究を行い、
一定の方向性を定める

特別委員会が
 設置されました

◎木　村　春　雄

○黒　瀬　健　郎

　平　岡　　　誠

　竹　原　孝　剛

　向井殿　逸　司

　田　村　眞　司

　山　森　英　則

　國　岡　富　郎

　久保井　昭　則

　近　藤　　　勉

　平　尾　敏　之

　須　山　敏　夫

　保　実　　　治

　宍　戸　　　稔

◎委　員　長
○副 委 員 長
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「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
の
あ
り
方
」

 

に
つ
い
て
を
承
認　
　

 

（
総
務
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
審
査
）

◆ 「（
株
）三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
材
・
編
成
・
放
送
等
番
組
制
作

に
対
す
る
三
次
市
の
関
わ
り
方
」

に
つ
い
て

　

平
成
18
年
６
月
定
例
議
会
の
「
三
次
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
市
の
関
与
」
に
つ

い
て
の
一
般
質
問
を
踏
ま
え
、
参
考
人
、
担

当
部
長
か
ら
、
報
道
の
あ
っ
た
内
容
に
関
し

て
、
取
材
・
編
成
・
放
送
等
の
番
組
制
作
過

程
に
お
け
る
「
市
の
関
わ
り
方
」
に
つ
い
て

意
見
聴
取
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
、
解
釈
に

食
い
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
、
三
次

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
取
材
活
動
や
番
組
編

第８回三次市議会議長杯
中学校野球大会が開催されました

●開催日：平成 18年８月 19 日（土）・20 日（日）
●場　所：三次市営球場他
●出場チーム数：16チーム
●成　績
　　優　勝　三入シニア（広島市）
　　準優勝　広島グリーンファイターズ（広島市）
　　三　位　三次中学校（三次市）
　　三　位　安少年野球シニア（広島市）

成
に
取
り
組
む
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

の
事
案
に
つ
い
て
、
市
側
の
説
明
や
対
応
に
、

圧
力
的
と
誤
解
を
招
く
よ
う
な
配
慮
に
欠
け

た
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
方
、
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
内
に
お

い
て
も
、
開
局
し
て
間
も
な
い
状
況
の
中
、

社
員
の
意
思
疎
通
、
役
割
分
担
、
連
携
等
の

社
内
体
制
が
万
全
で
な
か
っ
た
こ
と
も
重
な

り
、
今
回
の
混
乱
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

今
後
は
、
地
域
密
着
型
の
情
報
番
組
を
提

供
す
る
放
送
局
と
し
て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
等

の
人
材
確
保
を
含
め
た
社
内
体
制
の
充
実
強

化
、
放
送
法
や
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
自

主
放
送
番
組
基
準
等
に
基
づ
い
て
、
主
体
的

且
つ
独
自
性
の
確
保
を
図
り
、
市
と
し
て
は
、

正
常
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
支
援
、
協
力
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◆ 「
防
災
無
線
、
オ
フ
ト
ー
ク
の
現
状

を
踏
ま
え
た
今
後
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
音

声
告
知
放
送
）
設
備
の
考
え
方
、

方
向
性
」
に
つ
い
て

　

低
所
得
者
等
の
負
担
能
力
に
配
慮
し
、
全

世
帯
公
平
に
音
声
告
知
放
送
が
享
受
で
き
る

よ
う
そ
の
実
現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

議案の提出
　議案とは、一般的には「議会の議決の対象
となる案件」をいい、条例や予算等の団体意
思（市の意思）を決定するもの、意見書や決
議等の機関意思（議会の意思）を決定するも
のがあります。
　議案を議会に提出する権限は、原則として、
市長、議員の両方に与えられており、文書で
提出することを求めています。
　議員が議会に議案を提出する場合は、理由
を付け、議長に提出することとなっています。
それが、団体意思（市の意思）を決定するも
のであるときは、地方自治法により議員定数
の12分の１以上の賛成（本市では４人以上）
が必要とされます。機関意思（議会の意思）
を決定するものの場合は、会議規則で定める
所定の賛成者（本市では４人以上）が必要と
されます。
　今９月定例会においては、合併後はじめて、
議員による政策的な議案として、「市議会の
議決に付すべき事件に関する条例」（案）が
提出され、全員一致で可決しています。

議
会
の
豆
知
識

審
査
の
内
容
（
要
旨
）

㈱三次ケーブルビジョン
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　本委員会は、「観光事業の振興について」をテーマに２市の
先進地視察を行った。
　金沢市では、旅行者の個人・小グループ化、本物や体験を求
める観光形態・観光ニーズの変化など、観光を取り巻く環境が
大きく変化している。そうした中で、金沢のブランドを一層高
め、国内外からの交流人口の拡大を図り、地域経済の活性化と
賑わいのあるまちづくりを推進するため、「金沢市観光戦略プ
ラン」を策定し、５つの基本戦略と 24 の具体的戦略の具体化
に向けた取り組みをされている。また、東海北陸自動車道の全
線開通や北陸新幹線の開業を見据えて、県境を越えた広域観光
マップを作成し、滞在型観光の推進をされている。
　富山市では、日本海側最大級の市民野球場「富山市民球場ア
ルペンスタジアム」を建設され、プロ野球公式戦などの誘致を
積極的に推進し、多くの観戦者により観光事業の推進をされて
いる。
　本市においても、「大型観光キャンペーン」により、市の持
つ魅力やエネルギーを全国に発信し、何度でも訪れてみたい、
賑わいのある魅力的なまちづくりをめざす取り組みをしてい
る。今後は、回遊型・滞在型観光を進める必要があるため、先
進事例を参考にして、市民と議会とがいっしょになって取り組
んでいきたい。

産業建設常任委員会
■実施日
　平成18年８月23日（水）～25日（金）

■視察地
　石川県金沢市、富山県富山市

（記　委員長：森田　弘毅）

富山市民球場内会議室

　本委員会は、「協働のまちづくり」をテーマに３市、１施設
の視察研修を行った。
　仙台市の文化創造センターでは、豊かな市民文化の醸成に
向けた助成金交付制度や市民の企画によるイベントの開催の方
法、運営形態について研修した。
　岩沼市においては、「市民参画係」の設置により、市民の市
政への参加・参画を促し、「さわやか市制モニター制度」の導
入等、市民と協働する行政の推進の実例を学んだ。
　白石市では、「地域コミュニティー育成（やる気応援）事業」
として、地域からの発想や地域の個性及び資源を生かした事業
の実施状況や行政のまちづくりへのかかわり等を研修した。
　多賀城市では、市民活動の促進と市民活動団体の自立支援を
目的とした、市民活動団体助成金について、その活用方法等を
学んだ。
　いずれの視察先においても、市民参加による個性と独自性
をもったまちづくりを重要課題として、それぞれの地域特性に
あった施策が行われており、その実施にあたっては、市民、行
政、議会が一体となってその方向を検討されている。
　研修により得たものを、これからのまちづくりに十分反映さ
せていきたい。

文教自治常任委員会
■実施日
　平成18年８月７日（月）～９日（水）

■視察地
　 宮城県仙台市、岩沼市、白石市、
多賀城市

（記　委員長：中山　昭夫）

仙台市泉文化創造センター

視察報告
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議会のうごき
2006（平成 18）年
８月 11 日 第１回臨時会
  総務・産業建設常任委員会
 17 日 広島県市議会議長会
 北部ブロック議員研修会
 18 日 静岡県静岡市議会行政視察来三
  議会運営委員会
 21 日 兵庫県小野市議会行政視察来三
 21 ～ 22 日 広報広聴特別委員会行政視察
 23 ～ 25 日 産業建設常任委員会行政視察
 28 日 議会運営委員会
 29 日 広島県市議会議長会臨時会
９月 14 日 ９月定例会告示、議会運営委員会
  民生常任委員会、全員協議会
 19 日 議会運営委員会
  広報広聴特別委員会
 21 日 議会運営委員会
  ９月定例会本会議、決算特別委員会
 22 ～ 23 日 本会議（一般質問）
 25 日 本会議（一般質問）
 26 日 各常任委員会
 27 日 総務・民生・産業建設常任委員会
 29 日 議会運営委員会
  本会議、決算特別委員会
10 月 ２～５日 決算特別委員会
 ４日 議会運営委員会
 ５日 議会運営委員会
 10 日 議会運営委員会、本会議
 11 日 徳島県三好市議会行政視察来三
 17 日 広報広聴特別委員会
 18 日 宮城県石巻市議会行政視察来三
 20 日 岡山県津山市議会・新見市議会
 行政視察来三
 23 日 総務常任委員会
 25 日 愛知県岡崎市議会行政視察来三
 25 ～ 27 日 総務常任委員会行政視察
 26 日 広報広聴特別委員会
 30 日 民生常任委員会
 31 日 徳島県吉野川市議会行政視察来三
  文教自治常任委員会
11 月 １日 広域行政圏市議会協議会第55回理事会
  交通体系整備特別委員会
 ６～８日 民生常任委員会行政視察
 ９日 山口県宇部市議会行政視察来三

赤磐市議会との意見交換

あ
と
が
き

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することがで
きます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍
聴券を受け取って入場してください。
　なお、団体の場合はあらかじめ議会事務局へご
連絡ください。
　次期定例会は 12 月上旬に開会する予定です。

傍聴してみませんか議会を

　

九
月
定
例
会
は
、
二
十
一
日
に
始
ま
っ
て
十
月
十
日
最
終
日
を
迎
え
て
終
わ

っ
た
。
実
に
二
十
日
間
の
日
程
で
、
一
年
四
回
の
定
例
会
で
は
最
長
の
会
期
と

な
っ
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
ば
か
り
だ
が
、
こ
の
な

か
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

一
つ
は
、「
平
成
十
七
年
度
三
次
市
一
般
会
計
（
特
別
会
計
も
含
む
）
歳
入

歳
出
決
算
」
を
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
認
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

審
査
は
、
平
成
十
七
年
度
歳
入
歳
出
決
算
や
主
要
施
策
の
執
行
の
適
正
、
行

政
効
果
等
現
地
調
査
も
実
施
し
な
が
ら
す
す
め
た
。
特
に
地
方
分
権
に
よ
っ
て

合
併
し
て
二
年
目
、
県
か
ら
本
市
へ
対
し
て
七
十
七
事
務
数
の
「
権
限
移
譲
」

を
受
け
た
最
初
の
年
で
あ
る
。
本
市
が
将
来
主
権
を
持
ち
な
が
ら
、
市
民
へ
ど

う
施
策
を
す
す
め
る
か
、
大
切
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
最
終
日
の
十
月
十
日
、
二
億
七
千
八
百
十
万
八
千
円
の
一

般
会
計
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
た
。
七
月
の
豪
雨
と
九
月
の
台
風
十
三
号
に
ま

つ
わ
る
災
害
復
旧
費
で
あ
る
。

　

農
地
や
農
業
施
設
そ
れ
に
土
木
施
設
な
ど
多
大
な
被
害
に
対
し
て
、
今
年
度

災
害
復
旧
と
し
て
の
手
当
て
で
あ
る
。
早
急
な
取
り
組
み
を
可
と
し
、
一
日
も
早

い
復
旧
工
事
に
着
手
し
、
住
民
の
不
安
を
解
消
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 （
Ｋ
・
Ｋ
）

議会中継をご覧ください
　㈱三次ケーブルビジョンにより本会議の模様を
生放送しています。放送エリアは旧三次市と布野
町です。
　また、地域イントラネットにより各支所、コミュ
ニティセンター等 33 施設でも議会中継をご覧い
ただけます。中継を行っている施設等詳しいこと
は下記へお問い合わせください。

お問い合わせは　議会事務局へ
　TEL　0824-62-6179 　FAX　0824-62-6110
　Ｅメールアドレス  gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

　平成18年８月21日（月）から22日（火）
の２日間、兵庫県たつの市議会と岡山県赤磐
市議会を訪問し、主に議会だよりの編集につ
いての研修を行いました。今後も市民の皆様
に読みやすく親しみやすい市議会だよりとな
るよう、研修で得たことを活かしていきます。

広報広聴特別委員会視察研修
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